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本
学
の
名
称
は
、
看
護
大
学
で
は
な
く
、
看

護
科
学
大
学
で
あ
り
、
看
護
学
を
科
学
的
に
と

ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
看
護
職
者
を
養
成
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
２
年
次
生
を
対

象
と
し
て
、
10
月
か
ら
翌
年
の
２
月
ま
で
の
間

に
、
健
康
科
学
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ね
ら
い
は
、
基
本
的
に
実
験
・
演
習
お
よ
び
測

定
を
通
し
て
人
の
身
体
、
健
康
に
関
し
た
事
項

や
人
間
を
と
り
ま
く
自
然
環
境
に
関
す
る
基
本

的
な
現
象
を
体
得
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
以
下
の
基
本
的
11
項
目
に
つ
い
て
、

生
体
科
学
、
生
体
反
応
学
、
環
境
保
健
学
、
健

康
運
動
学
の
講
義
・
演
習
な
ど
で
学
ん
だ
事
を

中
心
に
、
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

１
） 

血
液
検
査
：
貧
血
の
検
査
を
２
種
類
、
感

染
症
の
検
査
を
１
種
類
実
施
し
、
正
常
・

異
常
の
判
定
を
行
う
。
ま
た
、
血
球
系
へ

の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
血
球
形
態
観

察
を
行
い
、
白
血
球
の
核
、
細
胞
質
の
特

徴
を
理
解
す
る
。

２
） 

食
品
栄
養
実
習
：
１
日
の
適
切
な
塩
分
摂

取
量
を
学
ぶ
た
め
に
、
食
品
・
介
護
食
・

離
乳
食
中
の
塩
分
濃
度
と
自
己
の
尿
中
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
測
定
す
る
。

３
） 

心
電
図
：
日
常
診
療
で
広
く
利
用
さ
れ
る

12
誘
導
心
電
図
を
各
自
計
測
し
、
検
査
法

の
原
理
を
理
解
す
る
。

４
） 

組
織
学
実
習
：
臓
器
の
組
織
切
片
を
ヘ
マ

ト
キ
シ
リ
ン
・
エ
オ
ジ
ン
染
色
し
た
プ
レ

パ
ラ
ー
ト
を
顕
微
鏡
で
、
そ
の
組
織
の
特

徴
的
な
構
造
を
理
解
す
る
。

５
） 

基
礎
微
生
物
学
実
験
：
無
菌
操
作
方
法
の

習
得
と
と
も
に
、
身
の
回
り
に
微
生
物
が

存
在
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
ま
た
、
各

種
抗
菌
薬
の
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
を
理
解
す

る
。

６
） 

解
剖
実
習
：
献
体
さ
れ
た
ご
遺
体
で
、
肉

眼
的
に
人
体
の
構
造
と
機
能
に
つ
い
て
学

ぶ
。

７
） 

測
定
誤
差
：
血
圧
計
と
体
温
計
の
ラ
ン
ダ

ム
誤
差
と
シ
ス
テ
ム
誤
差
を
学
ぶ
。
と
く

健
康
科
学
実
験
の
取
り
組
み

健康科学実験に参加した感想

２年次生　姫野 ゆり

　２年次の後期から健康科学
実験が始まり、これまで、心
電図を測定したり市販のカッ
プ麺や治療食の塩分濃度を測
定したりしました。１年次の

講義で学んでいたことが、自分の身体を使って電
極を装着したり、治療食の味を味わったりするこ
とで、さらに自分のものになったように思いまし
た。特に私が関心を持ったのは、微生物学での抗
菌スペクトルの実験です。寒天培地に大腸菌や緑
膿菌などを塗抹し、ペニシリンやバンコマイシン
などの抗生物質を含ませたパルプディスクを貼付
して培養させ、阻止円を観察しました。微生物に
よりコロニーの色・臭いや阻止円の大きさが異な
ることに驚くとともに、各種微生物の特徴と併せ、
抗菌薬の作用機序などを整理して理解することが
できました。
　将来、患者さんに納得のいく説明を行うことが、
根拠のある看護を行うにあたり大切だと思います。
講義で学んだことを知識として覚えるだけではな
く、実験や実習など、科学に基づいた学びを大切
にして、患者さんに安心を与えられるような医療
従事者を目指したいです。

に
、
測
定
条
件
に
よ
る
変
動
や
デ
ジ
タ
ル

機
器
の
も
っ
て
い
る
特
性
を
理
解
す
る
。

８
） 

ラ
ッ
ト
の
解
剖
：
ラ
ッ
ト
の
解
剖
を
行

い
、
各
臓
器
を
観
察
・
測
定
し
た
り
、
実

際
に
触
れ
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
ッ
ト

と
同
じ
哺
乳
類
で
あ
る
ヒ
ト
の
構
造
へ
の

理
解
を
深
め
る
。

９
） 

呼
吸
循
環
器
系
持
久
力
の
測
定
：
自
転
車

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
用
い
て
最
大
酸
素
摂

取
量
を
測
定
し
、
自
己
評
価
す
る
。

10
） 

放
射
線
：
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
放
射
線
の

測
定
を
行
い
、
日
常
的
に
放
射
線
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

11
） 

染
色
体
異
常
：
放
射
線
を
照
射
し
た
抹
消

血
リ
ン
パ
球
の
染
色
体
標
本
を
検
鏡
し
、

正
常
お
よ
び
異
常
な
染
色
体
像
を
観
察
す

る
。

　

こ
れ
ら
の
健
康
科
学
実
験
で
学
ん
だ
こ
と

が
、
緊
迫
す
る
臨
床
で
の
看
護
の
判
断
や
看
護

学
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
担
当
者
一
同
信

じ
て
、
毎
年
必
須
科
目
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

血液検査

組織学実習

測定誤差



大
の

学
今

「老年看護学実習での学び」
　老年看護学実習では、認知症をもつ施設の利用者
の方々と関わらせていただく中で、認知症という疾患
について深く考えることができました。認知症をもつ方
は、同じことを何度も繰り返し言うことが多いですが、
その言葉の裏にはその方の感じていることが隠されて
いることを知りました。私が受け持たせていただいた
方は、いつも笑顔で私や他の利用者さんの話を聞いて
くださっていました。後になって、その方が接客の仕事
をされていたことを知り、仕事で培われた力が認知症
になった現在でも垣間見ることができていたことに驚
きました。
　認知症に限らず、これから終末期を迎える方への看
護を考える上で、その方の人生歴を知ることはとても
大切なことであると強く感じました。たとえ治療ができ
なくなった方だとしてもその方
の最期まで看護はできるのだと
気づくことができました。老年
看護の奥深さを感じることがで
きた実習になりました。

３年次生　平野 真彩

「小児看護学実習を終えて」
　今回の小児看護学実習では、患児とかかわるだけではなく、患
児の家族との関係を築くことが必要であるということを学んだ。
病気を発症している患児は治療や処置を受けていく中で、きつさ
や苦しさを多く感じるが、家族はそれ以上に心配と不安に駆られ
て、精神的にも身体的にも大きな負担が生じることが分かった。そ
のような時に一番寄り添い、頼れる存在が看護師であるというこ
とを、実際患児を受け持ち、患児の家族と接する中で、感じること
ができた。患児に対するケアや処置を確実に丁寧に行うことも必
要であるが、患児の家族と関わり、今後の治療に対する不安や子
どもの病気を受け止めきることのできない気持ちを傾聴し、不安
な気持ちに寄り添うこと、そして家族が納得するようなアドバイス
を行い、家族の精神的サポートも行っていくことが、看護師の役
割であるということを学ぶことができた。
　患者の家族と看護師の間で信頼関係を確立していくことは大
変難しいことではあるが、家族の健康は患
者や患児にとっての安心にもつながってい
く。患者自身ばかりに目を向けるのではな
く、家族にも目を向け、健康を支えていけ
るような看護を提供できる看護師になりた
いと思う。

３年次生　高野ほのか

看護学実習を終えて
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大
分
県
法
人
評
価
委
員
会
で

「
Ｓ
評
価
」を
獲
得
！

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
28
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度
の
業
務
実
績
に
対

し
、
大
分
県
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会

か
ら「
全
体
と
し
て
年
度
計
画
を
極
め
て
順
調
に

実
施
し
て
い
る
。」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
５
つ
の
大
項
目
の
う
ち
、「
大
学
の
教

育
研
究
等
の
質
の
向
上
」と「
財
務
内
容
の
改
善
」

に
つ
い
て
は
、
最
高
ラ
ン
ク
の「
Ｓ
評
価（
特
筆

す
べ
き
進
行
状
況
に
あ
る
）」、
他
の
３
項
目
で

も
、
Ｓ
評
価
に
次
ぐ「
Ａ
評
価
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

特
に
、「
大
学
の
教
育
の
教
育
研
究
等
の
質
の

向
上
」に
関
し
て
は
、
地
域
と
大
学
が
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
き
た「
看
護
学
生
に
よ
る
予
防
的
家

庭
訪
問
実
習
を
通
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
」が
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事

業
中
間
評
価
で
最
高
評
価（
Ｓ
）を
受
け
た
こ
と
、

ま
た
、「
Ⅲ 

財
務
内
容
の
改
善
」に
つ
い
て
は
、

教
育
研
究
の
充
実
に
向
け
、
積
極
的
に
外
部
資

金
を
獲
得
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
は
、
今
後
も
、
大
分
県
の
看
護
学
教
育
・

研
究
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、 

地
域
の
保
健
医
療
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に

も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

大
学
院
入
試
・
特
別
入
試

８
月
26
日（
土
）
に
、
平
成
30
年
度
大
学
院
入

試
を
実
施
し
ま
し
た
。
志
願
者
41
名
で
、
９
月

６
日（
水
）に
28
名
の
合
格
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
18
日（
土
）
に
は
、
平
成
30
年
度

特
別
入
学
試
験（
推
薦
・
社
会
人
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
志
願
者
86
名（
推
薦
入
試
84
名
・
社
会
人

入
試
２
名
）で
、
11
月
28
日（
火
）に
合
格
者
31
名

の
合
格
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

年
明
け
の
１
月
13
日（
土
）
と
14
日（
日
）
に
は
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
、
２
月
25
日（
日
）
に
は

一
般
入
試（
前
期
日
程
）
と
３
月
12
日（
月
）
に
は

一
般
入
試（
後
期
日
程
）等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練

講
義
中
に
地
震
が
起
き
、
そ
の
後
、
火
災
が

発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
11
月

29
日（
水
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
体
育
館
に
避
難

後
、
学
生
消
防

応
援
隊
の
協
力

の
も
と
一
次
救

命
処
置（
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
用
い
た
心

肺
蘇
生
）
の
実

演
も
行
い
ま
し

た
。
こ
の
防
災

訓
練
で
地
震
や

火
災
の
怖
さ
、

消
火
器
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
を

学
び
ま
し
た
。
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■動物慰霊祭

　６月14日（水）、本学テニスコート側
の動物慰霊碑前において、動物慰霊祭
を教職員並びに学生参列のもとしめや
かに執り行いました。
　村嶋学長より、教育・研究の発展の
ために貢献された動物に対し慰霊の辞
が述べられました。その後、参列した
教職員と学生全員で慰霊碑への献花
を行い、尊い命を捧げてくれた諸動物
の御霊の前に感謝の心を持って頭を垂
れ、冥福を祈りました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■オープンキャンパス

　７月16日（日）、平成29年度オープン
キャンパスを開催しました。県内外か
ら約380名の高校生や保護者の方々、
学校関係者の方々にお越しいただきま
した。講堂において、大学紹介、入試
の概要説明、在学生によるメッセージ
と合格体験談を行いました。その後は、
模擬授業や看護演習の体験、個別相談
などが行われ、大学生活を体験してい
ただきました。
　また今年度より初の試みとして、本
学学長と直接対談できる企画「学長と
語ろう！」を行い、多くの方にご参加い
ただきました。村嶋学長と直接、本学
や看護について語り合う機会となり、

大盛況のうちに終了することができま
した。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■蔚山大学との学生交流

　７月17日（月）から21日（金）までの間、
学生交流プログラムとして、韓国の蔚
山大学から教員３名と大学生５名が来
校しました。
　期間中は学内で学生・教員との交流
を深めた他、病院や保健所、特別養護
老人ホームなどを見学されました。
　また、本学からも学部生５名と教員
１名が８月21日（月）から25日（金）まで
蔚山大学を訪問し、交流を深めました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■大学院研究計画・中間報告会
　８月31日（木）と９月１日（金）の２日
間で大学院生の研究計画・研究中間報
告会が行われました。
　大学院１年次生は研究計画を、大学
院修士２年次生と博士２・３年次生は
中間報告をそれぞれに行いました。
　発表はポスター発表形式で行い、
領域を超えて、教員や他学生とディス
カッションを行うことができる有意義
な時間となりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■公開講座
　９月９日（土）、「災害に備える－熊本
地震から学ぶ－」をテーマに大分市の
ホルトホール大分において公開講座を
行い、３名による講演と２つの演習が
ありました。
　花宮廣務氏（元大分気象台長・気象
予報士・防災アドバイザー・環境教育
アドバイザー）、生田まちよ氏（熊本大
学大学院生命科学研究部看護学講座

小児看護学領域・講師）、佐伯悦子氏
（独立行政法人国立病院機構熊本医療
センター・看護部長）から熊本地震の
ような災害へどう対応すべきか、また
被災した方々への支援のあり方につい
て講演いただきました。
　また、本学の石田佳代子准教授（看
護アセスメント学研究室）と川崎涼子
准教授（地域看護学研究室）は、災害時
のトリアージ・シミュレーションと、
エコノミークラス症候群の予防体操を
それぞれ実演しました。最後に、総合
討論が活発に行われ、参加者それぞれ
の思いを共有しました。
　会場には約180名の入場があり、医
療従事者のほか、高校生や保護者の参
加も多くあり、関心の高さを示す結果
となりました。熊本地震を振り返り、
防災・減災の重要性を再認識し、災害
への備えについて一人ひとりが考える
機会となりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■看護実践者講演会

　10月21日（土）、本学講堂において看
護実践者講演会を行いました。
　講師には東京大学大学院の真田弘美
教授をお招きし、「褥瘡を科学するパ
イオニアからのメッセージ 褥瘡学から
看護理工学への深化と進化－看護師が
聴診器のようにエコーを使う－」をテー
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マにご講演頂きました。
　講演後には、講師を囲んだ懇親会も
行い、講師と参加者の間で活発な意見
交換が行われました。当日は、台風の
影響で雨風も強かったのですが、多く
の方にご参加頂き、大変有意義な時間
となりました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■特定行為推進事業報告会・
　看護フォーラム

　平成28年度に大分県からの委託を受
けて実施した「訪問看護における特定
行為推進事業」の報告と、本学が養成
している診療看護師（NP）や特定行為
研修修了者の活動の場を広げることを
目的に、県内３か所で報告会・フォー
ラムを開催しました。
　９月８日（金）の佐伯中央病院での開
催を皮切りに、10月５日（木）にはホテ
ルベイグランド国東、10月26日（木）に
は豊後大野市民病院で開催しました。
いずれの会場でも、熱心な討議、意見
交換が行われ、地域における関心の高
さがうかがわれました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■グッドデザイン賞を受賞！
　10月４日（水）に2017年度グッドデザ
イン賞（主催 公益財団法人日本デザイ
ン振興会）が発表され、本学の麻生優
恵助手（基礎看護学研究室）が中津家
具株式会社や大分県立芸術文化短期
大学との産学官共同研究で連携して
作成した椅子［C-Fit-Chair（シーフィッ
トチェア）　トライアングル／キュー
ビック］がグッドデザイン賞を受賞し
ました。
　グッドデザイン賞は、そのデザイン
が「くらしや、社会を豊かにしうるの
か」という視点から評価を行い、「よい
デザイン」を顕彰するものです。今回
の受賞は、「高齢者の生活の質の向上
を目指し、前を向いて楽しく食事・会
話ができる木製の椅子」という明確な
コンセプトに真摯に向き合い、主に高

齢者に多く見られる「円背」の姿勢に対
して、具体的に解決しようとしている
点が評価されました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■第19回看護国際フォーラム

　平成11年度から開催している看護国
際フォーラムが、今年度も（公社）大分
県看護協会の共催を得て、「はたらく
看護職のストレスを活力に換える！」を
テーマに10月28日（土）に別府ビーコン
プラザ国際会議室で開催されました。
看護職を中心に154名の方々が県内外
からご参加くださいました。
　今回は「はたらく看護職のストレス
を活力に換える！」をテーマとして、名
古屋大学の渡井いずみ准教授、ソウル
大学校看護大学のカン・スンワン准教
授、モナシュ大学の下稲葉かおり講師
にご講演頂きました。
　ワークライフバランス、二交代制・
三交代制勤務やグリーフケアなどの健
康への影響がストレスの面から取り上
げられ、総合討論でも活発な意見交換
が行われました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■第32回のつはるななせの里
　まつり

　11月５日（日）に開催された「のつはる
ななせの里まつり」に学生と教職員が
参加しました。
　今年も、健康チェックと握力チェッ
クを行うテントブースを会場内に設置
し、延べ人数1,000名を超える方々にご
参加頂きました。
　午前中の玉入れ競技には本学から
２チームが、また、お祭りの終盤に行
われた恒例の駕籠かきレースには、本

学から３チームが参戦しました。駕籠
かきレースでは教職員チームが３位
入賞と特別賞「衣装良いで賞」をダブ
ル受賞し、会場を盛り上げました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■卒業研究発表会

　平成29年度の卒業研究発表会を、12
月６日（水）・７日（木）の二日間、大学
講堂において行いました。卒業研究発
表会は、約10か月に及ぶ研究成果発表
の場であり、また大学での学びの集大
成でもあります。本年度は、84名の学
生が発表をし、活発な意見交換も行わ
れました。テーマは基礎科学から看護
学までと幅広く、どの内容も興味深い
ものでした。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■中小規模病院等看護管理者
　支援研修会

　12月10日（日）、大分県看護研修会館
で「中小規模病院等看護管理者支援研
修会」を開催しました。厚生労働省の
モデル事業の一環で本学と大分県、大
分県看護協会が共催しましたこの研修
会は、千葉大学大学院看護学研究科看
護学部の手島恵教授をお招きし、ご講
演いただきました。また、豊肥地区看
護の地域ネットワークメンバーから事
例報告の後、講師の手島教授を交え、
看護スタッフや看護管理者の育成につ
いて意見交換を行いました。当日は、
病院、訪問看護ステーション、老健施
設、クリニックから89名の参加があり、
それぞれの施設での課題について活発
な議論が交わされました。
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医
療
法
人 

社
団
親
和
会

　
　
　
　
　
衛
藤
病
院

　
　
　
　
　
　  

看
護
師
　
岡
崎 

敬
一
郎
さ
ん

（
３
期
生
）

私
は
平
成
16
年
３
月
に
本
学
を
卒
業
し
、

同
年
の
４
月
に
地
元
の
大
分
を
離
れ
、
大
阪

市
の
７
０
０
床
程
の
総
合
病
院
に
看
護
師
と

し
て
就
職
し
ま
し
た
。
約
９
年
間
、
呼
吸
器

内
科
と
膠
原
病
内
科
の
混
合
病
棟
で
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
肺
癌
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
等
の
慢
性

呼
吸
器
疾
患
の
患
者
様
が
中
心
で
、
第
二
病

棟
的
に
リ
ウ
マ
チ
や
Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
患
者
様
を
受

け
入
れ
る
病
棟
で
し
た
。
主
に
抗
が
ん
剤
や

免
疫
抑
制
剤
を
使
用
し
た
化
学
療
法
を
受
け

る
患
者
様
へ
の
看
護
、
非
侵
襲
的
陽
圧
喚
起

療
法（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
）
や
在
宅
酸
素
療
法（
Ｈ

Ｏ
Ｔ
）
の
使
用
方
法
の
教
育
を
メ
イ
ン
に
、

日
常
生
活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
息

苦
し
さ
や
強
い
痛
み
、
さ
ら
に
は
死
に
直
面

し
た
状
況
の
中
で
苦
し
ま
れ
て
い
る
患
者
様

に
対
し
て
、
身
体
的
な
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
精

神
的
な
部
分
に
も
行
き
届
く
よ
う
な
看
護
の

重
要
性
を
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
大
分
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、

か
ね
て
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
精
神
科
病
院
に

就
職
し
ま
し
た
。
現
在
、
大
分
市
の
衛
藤
病

院
に
て
精
神
科
看
護
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

以
前
勤
務
し
て
い
た
職
場
で
も
精
神
的
な
ケ

ア
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
統

合
失
調
症
や
う
つ
病
、
認
知
症
の
患
者
様
の

中
に
は
感
覚
や
思
考
、
感
情
な
ど
の
障
害
に

よ
っ
て
正
し
く
十
分
に
苦
し
み
を
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
患
者
様
に
対
し
て
、
精
神

科
看
護
師
は
よ
り
鋭
い
感
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
も
ど
ん
な
幻
覚

が
あ
る
の
か
が
分
か
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
採
血
デ
ー
タ
で
ど
の
く
ら
い
妄
想
に
囚
わ

れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
科
看
護
師
は
、
対

話
や
患
者
様
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
で
治
療

に
参
加
し
、
経
過
を
見
守
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
医
療
従
事
者
の
中
で
患
者
様
と
最
も
長

い
時
間
、
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
る
看
護
師
の
力
を
一
番
発
揮
で
き
る
の

が
精
神
科
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

精
神
科
看
護
に
携
わ
っ
て
４
年
に
な
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
患
者
様
の
本
意
や
本
当
の

訴
え
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
精
神
科
に
は
管
理
的
な
側
面
ば

か
り
が
優
先
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
患
者
様

の
行
動
を
必
要
以
上
に
制
限
し
て
し
ま
う
と

い
う
状
況
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
的

に
こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
働

き
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の
所
属
す
る
病
棟
で

も
チ
ー
ム
を
作
っ
て
精
神
科
看
護
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
は
な

か
な
か
で
き
な
い
事
も
、
仲
間
と
協
力
す
る

こ
と
で
達
成
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。
上

司
や
同
僚
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
働
く
こ
と
が

で
き
、
ま
だ
ま
だ
中
途
半
端
な
私
も
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽

し
ん
で
面
白
が
り
な
が
ら
看
護
を
や
っ
て
い

け
る
よ
う
、
感
性
を
養
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

杵
築
市
役
所

　
保
健
師

岩
尾 

優
芽
さ
ん

（
13
期
生
）

私
は
、
平
成
26
年
に
本
学
を
卒
業
後
、
国

家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
新
別
府
病
院
に

看
護
師
と
し
て
３
年
間
勤
務
し
、
平
成
29
年

か
ら
は
杵
築
市
役
所
で
保
健
師
と
し
て
勤
め

て
い
ま
す
。

新
別
府
病
院
で
は
、
循
環
器
内
科
、
心
臓

血
管
外
科
、
内
分
泌
代
謝
科
の
混
合
病
棟
で

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
常
に
生
命
の
危
機
と

向
き
合
う
現
場
で
あ
り
、
ま
た
、
基
礎
疾
患

に
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
、
生
活
習
慣
に
起

因
す
る
疾
患
を
抱
え
る
人
が
多
い
病
棟
で
も

あ
り
ま
し
た
。
き
つ
い
思
い
を
し
な
が
ら
最

期
を
迎
え
た
方
も
い
る
一
方
で
、
入
院
は
慣

れ
た
も
の
だ
と
心
不
全
や
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
不
良
な
ど
で
、
何
回
も
入
院
す
る
患
者
さ

ん
も
い
ま
し
た
。

看
護
師
と
し
て
働
く
中
で
、「
最
後
ま
で

健
康
で
暮
ら
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
想
い
が

強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
年

を
重
ね
て
も
自
力
で
生
活
す
る
に
は
、
そ
も

そ
も
疾
病
を
予
防
し
、
普
段
か
ら
生
活
習
慣

に
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
日
々
感
じ

て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
経
緯
も
あ
り
、

兼
ね
て
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
保
健
師
へ
と
転

職
し
ま
し
た
。

保
健
師
と
し
て
勤
め
る
今
は
、
成
人
保
健

事
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
健
診
・
が
ん
検
診
、

精
神
障
害
者
ミ
ニ
デ
イ
ケ
ア
や
、
地
区
活
動

と
し
て
組
織
支
援
や
出
前
講
座
の
実
施
を
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
生
活
や
地
域
の
特
徴
、

ま
た
そ
の
中
で
培
わ
れ
た
価
値
観
な
ど
が
、

看
護
師
時
代
よ
り
身
近
に
な
り
日
々
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
。
対
患
者
さ
ん
か
ら
、
対
住

民
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
は
容
易
で
は
な
い

で
す
が
、
地
域
の
特
徴
を
知
る
こ
と
は
面
白

い
と
同
時
に
、
保
健
師
活
動
の
醍
醐
味
で
あ

る
と
感
じ
ま
す
。

杵
築
市
で
は
、
あ
る
住
民
組
織
の
方
が
自

主
的
に
体
操
教
室
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
初

め
は
5
名
程
度
の
人
数
だ
っ
た
の
が
20
名
前

後
へ
増
え
、
開
催
も
３
ヶ
所
へ
と
増
加
し
ま

し
た
。
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
方

は
、
体
操
教
室
へ
出
か
け
身
体
を
動
か
し
、

住
民
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
足
の

運
び
が
改
善
し
た
り
、
認
知
症
の
方
も
表
情

が
豊
か
に
な
っ
た
り
と
、
体
操
教
室
は
地
域

の
健
康
維
持
増
進
へ
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
住
民
組
織
の
方
の
地
域
に
対
す
る
想
い

と
行
動
力
に
、
感
銘
を
受
け
、
地
域
の
方
が

頑
張
っ
て
い
る
姿
に
刺
激
を
貰
い
ま
し
た
。

個
人
と
し
て
保
健
指
導
を
行
っ
た
り
、
地

区
と
し
て
特
徴
を
捉
え
、
市
全
体
と
し
て
課

題
を
考
え
た
り
と
、
保
健
師
の
視
点
は
多
様

で
活
動
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
病
院
で

は
、
治
療
や
入
院
生
活
、
退
院
支
援
な
ど
の

知
識
を
蓄
え
ま
し
た
。
看
護
師
と
し
て
の
経

験
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
特
徴

を
捉
え
、
疾
病
予
防
や
在
宅
療
養
中
の
方
、

ま
た
住
民
組
織
へ
の
支
援
を
行
い
、
住
民
が

生
涯
現
役
で
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、
保
健
師
と
し
て
、
ま
た
一
住
民
と
し
て

関
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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テ
ス
ト
の
話
、
と
始
ま
る
と
学
生
で

な
い
皆
様
も
い
や
ー
な
顔
を
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
短
い
話
な
の
で
ご
容
赦
を
。

テ
ス
ト（
試
験
）で
は
入
試
の
よ
う
に
競

う
も
の
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど「
あ
る
条

件
を
満
た
し
て
い
る
か
試
す
」
た
め
の
も

の
で
、
学
修
評
価
の
た
め
の
試
験
、
資

格
試
験
、
病
気
の
検
査
や
機
械
の
耐
久

試
験
な
ど
、
多
方
面
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

15
年
ほ
ど
前
の
日
本
テ
ス
ト
学
会（
と

い
う
学
会
が
あ
る
の
で
す
）
設
立
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
テ
ス
ト
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
平
成
20
年
か
ら

25
年
に
か
け
て「
看
護
系
大
学
共
用
試
験

Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
開
発
と
実
用
化
」
の
研
究
班
に

参
加
し
て
か
ら
で
す
。
こ
の
研
究
に
は

20
校
以
上
の
看
護
系
大
学
の
教
員
が
参

加
し
、
私
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

（
同
じ
研
究
室
の
品
川
准
教
授
も
）
や
試

験
問
題
の
統
計
学
的
評
価
を
担
当
し
ま

し
た
。「
共
用
試
験
Ｃ
Ｂ
Ｔ
」
の
説
明
を

す
る
と
、
医
師
・
薬
剤
師
教
育
課
程
に

は「
共
用
試
験
」
が
ず
い
ぶ
ん
前
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
や
住
民
を
対

象
と
し
て
実
習
を
行
う
前
に
、
必
要
な

知
識
・
技
術
・
態
度
が
身
に
つ
い
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
全
国
共
通

の
試
験
で
、
自
動
車
の
仮
免
許
試
験
と

思
っ
て
も
ら
え
ば
。
知
識
の
確
認
に
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
受
験
す
る
Ｃ

Ｂ
Ｔ（Com

puter Based T
esting

）が
、

技
術
と
態
度
は
実
技
形
式
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

と
呼
ば
れ
る
試
験
が
使
わ
れ
ま
す
。
看

護
教
育
で
は
共
用
試
験
制
度
は
未
導
入

で
す
が
、
多
く
の
大
学
で
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
や

実
習
前
の
学
力
試
験
を
独
自
に
行
っ
て

い
ま
す
。

夜
勤
・
交
代
制
勤
務
者
は
、
普
段
は

眠
る
べ
き
時
間
帯
に
働
く
た
め
に
、
心

身
に
様
々
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

経
済
性
、
技
術
性
、
公
共
性
な
ど
の
観

点
か
ら
、
夜
勤
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
職
種
や
職
場
が
数
多
く
存
在
し
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

連
続
夜
勤
に
よ
る
疲
労
の
調
査
で
は
、

疲
労
の
訴
え
は
時
間
経
過
に
伴
い
増
大

す
る
こ
と
や
、
連
続
夜
勤
日
数
が
増
加

す
る
と
と
も
に
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
勤
に
よ
る

疲
労
は
、
日
周
性
疲
労
を
通
り
越
し
て

即
座
に
慢
性
化
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
慢
性
疲
労
の
見
落
と

し
が
健
康
破
綻
へ
至
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
連
続
夜
勤
に
お
け

る
日
周
性
疲
労
と
慢
性
疲
労
の
双
方
の

現
状
把
握
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
５
日
間
連
続

夜
勤
を
5
日
間
連
続
日
勤
と
週
替
わ
り

で
行
う
製
造
業
の
方
々
に
対
し
て
、
夜

勤
時
と
日
勤
時
の
日
周
性
疲
労
及
び
慢

性
疲
労
の
質
問
紙
調
査
を
行
い
、
日
周

性
疲
労
の
変
動
及
び
慢
性
疲
労
に
影
響

す
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
夜
勤
と
日
勤
に
お
け
る

疲
労
の
合
計
得
点
を
勤
務
日
毎
に
比
較

す
る
と
、
全
て
の
日
に
お
い
て
夜
勤
が

日
勤
よ
り
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
得
点

の
差
は
小
さ
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

夜
勤
と
日
勤
に
お
け
る
疲
労
の
変
動
は
、

ほ
ぼ
同
様
の
推
移
で
し
た
。
こ
れ
は
、

週
毎
に
夜
勤
・
日
勤
を
繰
り
返
す
規
則

的
な
シ
フ
ト
で
あ
る
こ
と
の
影
響
が
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
体
内
時
計
の
一
つ
に

7
日
間
を
周
期
と
す
る
週
内
リ
ズ
ム
が

Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
別
の
科
研
費
を
い
た
だ
い
て
、
広

く
看
護
教
育
で
使
え
る
よ
う
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
続
け
、
幾
つ
か
の
大
学
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
題
の

良
否
を
評
価
す
る
た
め
に
項
目
反
応
理

論
と
い
う
手
法
を
使
っ
た
分
析
も
行
っ

て
い
ま
す
。
単
純
な
正
答
率
だ
け
で
な

く
、
本
当
の
能
力（
は
推
定
に
な
り
ま
す

が
）
と
正
答
す
る
確
率
が
関
連
し
て
い
る

か
で
問
題
の
難
易
度
や
適
切
さ
を
評
価

し
ま
す
。
難
易
度
が
判
明
し
た
問
題
を

プ
ー
ル
し
て
次
の
試
験
に
使
え
ば
、
試

験
全
体
の
評
価
も
行
え
、
別
々
の
試
験

の
難
易
度
が
等
し
い
か
、
な
ど
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

短
い
文
章
で
全
体
を
う
ま
く
伝
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
テ
ス
ト
を
効
率

的
に
実
施
す
る
こ
と
、
テ
ス
ト
が
適
正

な
も
の
か
確
か
め
る
こ
と
が
、
今
回
の

テ
ス
ト
を
テ
ス
ト
す
る
話
で
す
。
テ
ス

ト
が
好
き
な
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
テ
ス
ト
を
パ
ス
す
る
こ
と
で
知
識

や
技
術
が
保
証
さ
れ
、
本
人
だ
け
で
な

く
社
会
の
役
に
も
立
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
信
頼
し
て
も
ら
え
る
テ
ス
ト
実

現
の
た
め
に
、
実
施
や
評
価
に
つ
い
て

の
研
究
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
７
日
と
い
う
文

化
・
社
会
的
な
生
活
習
慣
の
影
響
を
受

け
後
天
的
に
獲
得
す
る
リ
ズ
ム
で
す
。

本
研
究
対
象
集
団
に
お
い
て
独
自
の
週

内
リ
ズ
ム
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
、

今
回
の
得
点
の
差
に
繋
が
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
夜
勤
の
得
点

が
全
て
の
日
で
高
か
っ
た
こ
と
も
事
実

で
す
。
夜
間
は
体
内
時
計
の
日
周
リ
ズ

ム
に
よ
り
活
動
レ
ベ
ル
が
低
い
状
態
に

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
時
間
帯
に
勤
務
す

る
こ
と
自
体
が
疲
労
し
や
す
い
こ
と
に

加
え
、
夜
勤
者
は
睡
眠
後
に
自
由
時
間

を
経
て
労
働
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
長

時
間
起
き
続
け
な
が
ら
の
労
働
に
な
る

た
め
、
疲
労
の
進
展
も
早
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
慣
れ
が
あ
る
こ

の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
疲
労
の
得
点
に

現
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
慢
性
疲
労
が
高
い
人
々
は
仕

事
へ
の
慣
れ
か
ら
日
々
の
疲
労
に
対
し

て
無
自
覚
で
あ
り
、
特
に
夜
勤
に
お
け

る
疲
労
に
対
し
て
無
自
覚
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
か
ら
、
日
周
性
疲
労
と

慢
性
疲
労
の
双
方
の
現
状
を
把
握
す
る

こ
と
が
、
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
者
へ
の

保
健
指
導
や
職
場
環
境
改
善
の
目
安
、

労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
注
意
喚
起
の

際
に
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

テ
ス
ト
を
テ
ス
ト
す
る
。
―
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と
運
用
―

5
日
間
連
続
夜
勤
を
行
う
労
働
者
の
疲
労
に
関
す
る
研
究

地域看護学研究室 助教

緒方　文子

健康情報科学研究室 教授

佐伯　圭一郎
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看科大［11号］クイズ・プレゼント

冬の感染症から体を守りましょう。

本学教員が開発に携わった椅子が
受賞した賞の名称は、
○○○○○○○賞

問 題

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
【締め切り】 ２月末 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ

　気温が下がり空気が乾燥する季節は感冒をはじめとし、感
染性胃腸炎やインフルエンザが流行します。予防には手洗い・
うがいが基本です。

• 正しい手洗い
病原体は自力でヒトの体に移動することはありません。ヒトが罹
患する要因の多くは、手に付着したウイルスや細菌等が物に
付着し、触れた手を介して口や鼻の粘膜に入ることです。細
菌やウイルスの体内侵入を防ぐために石鹸と流水で洗い流す
習慣をつけましょう。
・外出先から帰宅時、調理の前後、食事の前、トイレの後の
手洗い習慣をつけましょう。

・しっかりと石鹸を泡立て、手背、手のひら、指先、指間、
爪の間、手首など全体にいきわたらせます。親指や指先は
不十分になりやすいところです。

・正しく手洗いするためには30秒かかりますが、少なくとも15秒
洗いましょう。

・アルコール手指消毒剤は短時間で細菌からウイルスまで幅
広い微生物に有効です。洗って→拭いて→消毒

•うがい
うがいは喉に潤いを与え繊毛運動などの働きを高め、口腔粘
膜への細菌付着を抑えます。咳を抑え、痰を除去する効果も
あります。
・効果的なうがいの方法
ブクブクうがい（水を口に含み強めに）→ガラガラうがい（しっ
かりと上を向き15秒ほど行う。）
薬だけでなく、緑茶、紅茶でしてみましょう。茶葉に含まれ
るカテキンは殺菌作用があります。

1月

2月

3月

4月

7日㈰
9日㈫～22日㈪
13日㈯・14日㈰

15日㈭
16日㈮
18日㈰
25日㈰

26日㈪
28日㈬

1日㈭
12日㈪
16日㈮

6日㈮
9日㈪
10日㈫・11日㈬
20日㈮

冬季休業終了
基礎看護学実習（１年次生）
大学入試センター試験

助産師国家試験
保健師国家試験
看護師国家試験
一般選抜試験（前期）、
特別選抜試験（私費）、
大学院入学試験（研究者養
成、助産学コース、看護管理・リ
カレントコース、健康科学専攻）
進級試験（２年次生）
後期授業終了

春季休業開始
一般選抜試験（後期）
卒業式

入学式
全学オリエンテーション
新入生オリエンテーション
全学スポーツ交流会

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。

同窓会からのお知らせ

　大分県立看護科学大学の創立20周年を機に、
卒業生・修了生の皆さんの活動など、近況をお訊ね
するための動向調査を行います。学部卒業生には
Gmailでのweb調査を、大学院と認定看護師課程
の修了生には、今回の「風の広場」に同封した質問
紙での調査を行います。回答へのご協力をよろしくお
願いいたします。

１. 卒業生・修了生の動向調査へのご協力を
 お願いします

　住所、性、勤務先の変更を随時受け付けておりま
す。上記の四つ葉メール、もしくは四つ葉会ホーム
ページの「お問い合せ」にご連絡ください。登録変更
のある場合は、ご連絡をお願いいたします。

３. 登録情報の変更を受け付けています

　卒業生・修了生は、在学時のアカウントで
Gmailを使用することができます。Gmailには
四つ葉会や大学からのお知らせなどが届きま
す。IDやパスワードが不明な方は、所属した
ゼミの研究室教員、もしくは四つ葉会メール
（yotsuba@gm.oita-nhs.ac.jp）にお問い合わせ
ください。

２. GmailのID・パスワードを
 各研究室で管理しています


